
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨今、開庁時間や窓口の受付時間を短縮する自治体が出てきています。その目的や効果等を挙げる

とともに、豊中市でもその必要性や可能性を考えてみました。 
 

受付時間の見直しを行う目的 
・適切かつ円滑な窓口業務 

窓口業務の準備・片付けに係る時間や、申し送りや懸念事項の伝達など情報共有の時間が    

確保されることで、業務ミスの抑止が図られ、これまで以上に適切かつ円滑な窓口業務を実現 
 

・組織の生産性向上 

生まれた時間を、担当業務に係る業務改善や、制度の理解、新規事業の政策立案、会議や打合せ、

研修等に充てることで、組織の生産性を向上 
 

・職員の働き方改革 

時間外勤務の縮減を図り、適切な労務管理を行うことで、職員が働きやすい職場環境の実現 
 

見込まれる効果 
・市民サービスの質の向上   ・時間外勤務の削減（人件費・光熱水費の削減） 

・離職防止や優秀な人材の確保 ・職員のワークライフバランスの向上    
 

☆ 実現に向けての提案 ☆
①時間帯別の来庁者数や電話対応件数、オンライン申請の利用件数の分析 
市民サービスに与える影響を客観的に評価し、市民ニーズに応じた形で受付時間の短縮を図るため 
 

②徹底的なデジタル化（行政手続きのオンライン化）の推進 

可能な限り市役所に来なくても完結できる手続きを増やし、来庁ニーズの抑制を図るため 
 

③市民へのきめ細やかな周知と説明 
市の広報、ホームページ、公式 SNS や、庁内での周知など様々な機会や媒体を活用し、       

市民に積極的に情報発信や説明を行い、施策の目的や意図への理解度を高めるため 

豊中の未来を描こう！！ 
か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 
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連日の猛暑 

外出は無理なく 

計画的に！！ 

 

 
豊中市議会議員 

無所属 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 

～デジタル化の推進で受付時間の短縮へ～ 
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神原宏一郎事務所(前向きひろば) 
〒560-0021 豊中市本町 3-1-20エルビル 2階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：6854-5664  
平日（土・日祝日は除く）の 10時から 17時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://positive-square.sakura.ne.jp/ 
※この通信物は、政務活動費を使用し発行しています。 

発行元 大阪維新の会・無所属議員団（神原所属会派） 

〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 6858-2525(代表) 
 

～油断禁物、命を守る意識と行動を～ 

昨年の年間の熱中症死者数が初めて２０００人を超え、過去最多を更新するとのこと。 

今年の夏の平均気温も平年を上回る見込みとのことで、可能な限りの対策が求められます。 

個人の対策 
・こまめに水分補給（塩分とミネラルにも配慮を） ・不要不急の外出を避ける  

・エアコンや扇風機による温度調節と風通しの確保 ・遮光カーテン、すだれの利用 

・ネッククーラーや氷枕など冷却グッズの利用     ・日傘や帽子の着用 

・通気性や吸水性、速乾性に優れた衣服の着用     ・規則正しい食生活と十分な睡眠、休息 
 

技術での対策 
・リストバンド型の熱中症防止端末の配布 

体内の温度（深部体温：身体内部の体温）を把握できる端末を熱中症リスクの高い高齢者世帯に  

配布する。装着した端末が皮膚の温度や熱の異動から深部体温を推定し、深部体温が上昇すると 

熱中症が高まったことを光や警告音、振動等で知らせる。既に東京消防庁による実証実験で   

性能確認も行われており、豊中市でも活用の検討を行うべきと考えます！！ 

～いよいよ導入、反則金～ 

ついに来年（２０２６年）４月から、自転車にも「青切符」（反則金）制度が導入されます。 
 

①対象年齢は１６歳以上 
 

高校生も対象となることから、通学時などもルールの厳守が求められます。 
 

②違反内容と反則金の額 
 

・スマホを使用しながらの運転「ながら運転」：1 万 2000 円 ・信号無視や逆走：6000 円 

・夜間にライトをつけない（無灯火）：5000 円     ・傘を差しながらの運転：5000円 

・イヤホンで周りの音が聞こえない運転：5000 円 ・2人乗りや並走：3000 円  など 

（注）反則金は払わないと刑事罰になる可能性あり 
 

☆ 制度導入までに改善すべきこと ☆
自転車に関する交通ルールの理解度、認識度の向上 
・市と警察、自転車販売店等が協力、連携し、自転車事故遭遇率の高い子どもを中心に交通ルール

ブックの配布や自転車教習を実施すべき  
 

・市内の高校に、自転車通学者向けに自転車の利用に関する規則の策定と遵守指導を求めて欲しい 
 

・市の公式 SNS、ホームページ、チラシ等、あらゆる機会や媒体を活用して、警察と連携し、     

徹底した周知、啓発に取り組むべき 
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